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ご　案　内

平成23年度　摂南大学土木会総会
平成23年度摂土会総会を下記日程で開催いたします。

是非、旧友とのご連絡をお取りいただき、ご参加いただき

ますようお願い申し上げます。

ロと　き　平成23年11月5日（土）

⊂）1500－1600

特別講演

「東日本大震災の復興に向けて～港湾関係者の目線から～」

東亜建設工業㈱　土木事業本部設計部次長

本多　将人　先生
（⊃1615－1645

平成23年度総会

01700－1900

懇親パーティー

ロところ　大阪弥生会館

〒53（｝0012　大阪市北区芝田2丁目4－53

TEL O6－6373－1841FAX O6－6371－0585

□会　費●3．000円

準会員（学生）向けの講演
10月22日（士）

1000～1100（8号舘4階842教室）

「東日本大震災の復矧こ向けて
～コンサル技術者の目線から～」

中央復廷コンサルタンツ㈱

保全再生系グループ統括リーダー

新田　耕司　先生
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土
木
会
の
発
展
の
た
め
に

会
長
　
藤
田
　
孝
志
（
摂
大
昭
和
5
5
年
率
）

京
都
府
八
幡
市
役
所

土
木
全
会
貞
の
皆
様
に
は
ご
健

勝
で
、
各
方
面
で
ご
活
躍
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

む
　
さ
て
、
こ
の
度
の
役
員
会
で
、

摂
南
大
学
土
木
会
の
会
長
再
任
の

ご
推
薦
を
受
け
ま
し
て
、
不
肖
、

私
が
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
貴
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
伝
統
あ
る
土
木
会
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
微

力
で
す
が
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
さ
い
ま
す
。
会
員
各
位
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
も
ご
存
知
の
通
り
、
本
年
の
3
月
1
1
日
に
東
日
本
大
地
震
が
発

生
い
た
し
ま
し
た
。
本
会
会
員
に
も
東
日
本
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
が

お
ら
れ
ま
す
。
震
災
に
関
し
て
の
会
員
情
報
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
調
査
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
本
会
会
員
の
関
係
者
に
も
被
災
さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
る
か

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
は
こ
の
雷
雨
を
お
借

り
し
ま
し
て
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
然

の
大
き
な
力
に
対
し
て
、
私
た
ち
人
間
は
鎚
力
で
す
。
私
た
ち
土
木
技

術
者
が
築
い
て
き
ま
し
た
イ
ン
フ
ラ
が
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ
れ
ま
し
た

が
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
の
た
め
に
も
早
い
復
興
を
願
う
ば
か
り
で

す。
さ
て
、
私
の
会
長
再
任
に
当
た
り
、
今
後
も
土
木
会
の
活
動
の
活
性

化
を
進
め
る
と
共
に
土
木
会
の
円
滑
な
運
営
推
進
の
た
め
に
精
一
杯
の

努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
貞
各
位
の
ご
指
導
ご
鞭
桂

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
4
月
か
ら
土
木
会
会
員
で
あ

り
ま
す
摂
大
平
成
1
3
年
卒
の
田
中
賢
太
郎
氏
が
摂
南
大
学
理
工
学
部
都

市
環
境
工
学
科
の
教
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
が
教
員
に
な
ら
れ

た
事
は
土
木
会
と
し
て
も
心
稚
く
思
い
ま
す
。
本
当
に
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
田
山
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
度
は
、
繚
会
　
懇
親
会
を
開
催
す
る
年
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
本
会
報
に
も
ご
案
内
の
記
事
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
1
1
月
5
日
の
午
後
3
時
か
ら

大
阪
弥
生
会
館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
是
非

と
も
多
く
の
会
員
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
交

流
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

当
日
、
皆
様
に
会
場
で
お
会
い
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
理
工
学
部
を
め
ざ
し
て摂

南
大
学
理
工
学
部
長
　
森
脇
　
俊
道

・j
ま
た
生
命
科
学
科
以

外
の
全
学
科
が
順
次

1
A
B
E
E
を
受
審

摂
南
大
学
土
木
会
の
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各
界
に

お
い
て
こ
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
し
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
摂
南
大
学
で
は
平
成
2
3
年
に
大
改
革
を
行

い
、
工
学
部
を
理
工
学
部
に
改
組
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ

て
、
新
た
に
生
命
科
学
科
、
住
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
を
開
設
し
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
学
生
募
集
を
停
止
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
工
学
科
は
都
市
環
境
工
学
科
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

今
回
の
改
革
で
は
、
組
織
だ
け
で
な
く
、
教
育
内
容
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
行
い
、
一
貫
し
た
教
育
を
行
う
た
め
専
門
科
目
の
整

理
統
合
、
教
養
教
育
、
語
学
教
育
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
都
市
環
境
工
学
科
は
す
で
に
認
証
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
他
の
学
科
も
そ
れ
に
続
き
ま
す
。

特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
例
と
し
て
は
、
新
入
生
全
員
が
受

講
す
る
基
礎
理
工
学
実
験
、
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

社
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
来
年
か
ら
開
講
さ
れ

る
科
学
技
術
教
養
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
待
望
の
新
1
号
鶴
の
完
成
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
都
市
環
境
工
学
科
も
ほ
と
ん
ど
の
研
究
室
、
実
験
室

が
、
今
年
の
4
月
か
ら
新
1
号
館
に
引
っ
越
す
と
と
も
に
、
設
備

も
大
幅
に
一
新
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
の
皆
様
に
は
是
非
一
度
新

し
く
な
っ
た
理
工
学
部
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
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都市環境工学科都市田中　貿太郎

環
■1

任

本年、4月から都市環境工学科・講師に就
任することになりました田中賢太郎です。皆
様、どうぞよろしくお願い申し上げます。
簡単に自己紹介させていただきますと、私

は、平成13年3月に摂南大学を卒業、平成
15年3月に摂南大学大学院を修了いたしまし
て、大阪市立大学大学院工学研究科都市系専
攻の後期博士課程に入学しました。それから
平成18年3月に博士（工学）の学位（論文タイトルエネルギー
吸収型桁連結装置を適用した高架橋の水平2方向地震動下におけ
る制廉特性に関する研究）を取得し、2年間ほど設計会社で勤務
しておりました。そして、関東学院大学に移り工学部　助手を3
年間勤めさせていただいておりました。ここで、教育実績と研究
業績を積むことができました。摂南大学を卒業してから、それぞ
れは数年の短い期間でしたが、他の大学院、設計会社および教育
機関でいろいろな経験を積むことができ、どの経験も大きな財産
になっている気がしております。そして、平成23年4月から現職
に就かせていただいております。

まだ、前期しか経っておりませんが、主に詞構造学、および鋼
構造学演習を担当させていただいております。他は、設計製図や
学生実験など担当しております。後期からは、構造力学、情報処
理やCAD演習、測量実習等も始まります。さらに、田中七三（名
称は鋼構道学・橋梁研究室）を構えることもできまして、4名の
卒研生と一緒になって研究を行っており、橋梁の耐喪について研
究しています。教育に関わり思うことは、勉強や研究の目的、直
面している問題・現象を理解させる、考えて行動させるなど、教
えたいことはたくさんあります。そのため、自分自身も努力して
成長し続けることが必要です。私は、学生から慕われ頼られる教
員になりたいと考えています。そして、私も摂南大学卒業生の教
員として、微力ではあります力1大学のため、学園のため、そして
先輩方や後輩のために尽力させていただきます。今後とも、ご指
導ご鞭漣のほどお願い申し上げます。

本年、都市環境工学科に着任さ　し
せていただきまして、田中セミ（研　一犀
究窒名鋼構造学　橋梁研究室）
を構えることができました。今年
度は、4名の卒研生と一緒に橋梁
の耐震について研究しています。
私が耐震分野に関わりたいと考え
たきっかけは、1995年1月17日に阪神淡路大震災を経験し、テ
レビの報道を通じて被害状況を目にしたことです。さらに、「就任
のご挨拶」で書かせていただいたように、本年3月まで関東学院
大学で3年間勤務しておりましたので、東北地方太平洋沖地震も
経廉しましたので、本研究室では、「防災に強い都市」にするには
どう設計すればよいかということを考えて研究を進めておりま
す。
本年度は、研究室ができたぽっかりで研究テ【マは少ないです

が、以下のテーマについて研究しております。
1エネルギー吸収型桁連結装置の開発および変形性能評価
2畏継続時間地震動を考慮した既設鋼製橋脚の耐荷性能の検討
今後範囲を広げながら、「学生とともにチームとなって」という

姿勢で、研究成果を発表し科学技術に貢献できるようにしていき
たいと考えております。

セミの活動を1つ紹介させていただきます。
「ものつくり」を通じて、卒研生に良い経常をしてもらおうと考

え、ブリッジコンペティション（JSBC20日）に参加します。
これは、鋼材を用いて3mの橋梁模型を製作し、①架設競技、圧）
橋模型中央部に300キロの重りを載せ構造（たわみ量）、③実朝
を競います。本年の参加は、摂南大学を含めて12大学（14チー

ム）あります。模型製作は、本学
のテクノセンター（旧機械工作セ
ンター）を使わせていただいてみ
んなで製作しています。みんなで
良い結果を望み、設計計算や模型
製作を頑張っております。

2011年1月逝去

木南　茂浩様
（摂大昭和60年3月卒／フジ地中情報㈱勤務）

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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私
た
ち
は
今
全
学
部
を
あ
げ
て
、
摂
南
大
学
の
よ
り
一
層

の
発
展
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方

の
ご
支
援
、
こ
獣
接
を
お
廉
い
す
る
次
第
で
す
。

鋼
「
苫
憲
へ
向
け
て
．

熊
野
　
知
司

土
木
全
会
員
の
皆
様
に

は
平
素
よ
り
本
学
科
の
道

営
に
ご
支
援
を
賜
り
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
1
0
年
度
に
理
工

学
部
都
市
環
境
工
学
科
に

改
組
さ
れ
1
年
が
経
過
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
理
工
学
部
の
改
組
を
象
徴
す
る
よ
う
に

2
0
1
1
年
3
月
に
新
し
い
1
号
鯖
が
竣
工
し
、
学
科
の
教

貞
室
　
ゼ
ミ
室
お
よ
び
準
備
室
も
長
年
慣
れ
親
し
ん
だ
2
号

館
か
ら
新
し
い
1
号
館
の
3
4
階
に
移
転
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
学
科
で
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
に
加
え
て
少

子
高
齢
化
に
よ
る
慢
性
的
な
受
験
生
の
減
少
と
い
う
逆
風
に

対
抗
し
、
都
市
環
境
工
学
科
の
未
来
に
向
け
た
礎
と
す
る
ベ

く
、
質
の
高
い
技
術
者
を
恒
常
的
に
輩
出
す
る
教
育
課
程
の

さ
ら
な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
お
よ
び
学
科
の
認
知
度
の

向
上
・
志
願
者
の
確
保
を
重
要
な
目
標
と
し
て
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
以
下
の
3
月
に
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
1
）
　
1
A
B
E
E
認
定
　
2
0
1
2
年
度
に
予
定
し
て
い

る
l
A
B
E
E
継
続
審
査
の
受
審
に
先
立
っ
て
、
2
0
1
1

年
度
中
に
有
識
者
に
よ
る
外
部
評
価
を
受
け
る
べ
く
鋭
意
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
様
に
も
様
々
な
面
で
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
2
）
　
広
報
活
動
　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
摂
大
祭
、
建

設
技
術
展
近
畿
等
の
学
科
ブ
ー
ス
の
出
展
な
と
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
2
0
1
0
年
1
2
月
1
日
・
2
日
に
行
わ
れ
た

建
設
技
術
展
近
畿
の
橋
梁
模
型
製
作
コ
ン
テ
ス
ト
に
エ
コ
シ

ビ
ル
部
の
C
科
学
生
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
審
査
員
特
別
賞
を

受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

（
3
）
　
資
格
取
得
　
学
科
の
推
奨
資
格
で
あ
る
技
術
士
1
次

試
験
、
2
級
土
木
・
建
築
施
工
管
理
技
士
、
土
木
学
会
2
級

技
術
者
等
の
受
験
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
技
術
士

1
次
試
験
に
関
し
て
は
摂
南
大
学
技
術
士
会
と
連
携
し

2
0
1
1
年
6
月
2
4
日
に
受
験
対
策
講
座
（
講
師
　
川
野
其

裕
氏
、
平
成
2
0
年
卒
、
（
株
）
修
成
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
3
月
1
1
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
未

曽
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
様
の
中
に

は
被
災
地
の
復
興
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
々
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
摂
南
大
学
で
は
6
月
2
5
日
に
「
東
日
本
大
震
災
を

教
訓
に
、
関
西
で
想
定
さ
れ
る
大
地
震
に
ど
う
備
え
る
か
ー
」

と
題
し
た
地
域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

学
科
か
ら
は
、
頭
井
教
授
が
東
日
本
大
震
災
の
地
震
の
特
徴

に
関
す
る
基
調
講
演
を
、
片
桐
准
教
授
が
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

中
心
と
し
た
現
地
調
査
の
報
告
を
行
い
、
学
内
外
の
方
々
と

活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
震
防
災
に
関
す
る
地
域

連
携
活
動
と
し
て
発
展
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、

被
災
地
の
復
興
事
業
が
本
格
化
す
る
に
つ
れ
、
さ
ら
に
土
木

業
界
に
対
す
る
期
待
も
高
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
学

科
と
し
て
は
、
未
来
に
続
く
国
土
建
設
の
担
い
手
を
輩
出
す

べ
く
真
聾
に
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
が
社
会
へ
の
最
大
の
貢

献
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
土
木
会
の
皆

様
の
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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「
2
号
館
お
別
れ
会
」

と
い
う
名
の
澤
井
ゼ
ミ
同
窓
会

大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
創
生
工
学
専
攻

小
川
　
芳
也
（
摂
大
1
4
年
率
摂
大
院
1
6
年
修
了
）

去
る
平
成
2
3
年
2
月
2
6
日
（
土
）
　
1
6
時
か
ら
摂
南
大

学
2
号
錯
1
階
の
水
工
学
実
験
室
で
「
2
号
館
お
別
れ

会
」
と
い
う
名
の
同
窓
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
5
年
に
摂
南
大
学
に
着
任
さ
れ
て
以
来
の
卒
業
生

（
第
1
期
生
～
第
1
7
期
生
）
、
現
役
生
、
次
の
澤
井
ゼ

ミ
生
、
エ
コ
シ
ビ
ル
那
O
B
、
職
員
O
B
と
約
知
名
の

方
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

澤
井
セ
ミ
の
多
く
の
先
輩
後
輩
が
学
び
と
し
て
使
用

し
て
き
た
「
2
号
館
」
が
平
成
2
3
年
3
月
未
を
も
っ
て

役
目
を
終
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
入
室
が
で
き
る
闇

に
、
思
い
出
深
い
こ
の
2
号
館
を
心
に
焼
き
付
け
て
も

ら
お
う
と
同
窓
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
澤
井
ゼ
ミ
と
し
て
平
成
1
3
年
度
よ
り
学
園

内
に
整
備
し
て
き
た
ビ
オ
ト
ー
プ
に
つ
い
て
澤
井
先

生
、
現
役
生
に
説
明
・
案
内
し
て
も
ら
う
の
と
同
時
に
、

2
号
館
ま
わ
り
を
始
め
学
園
内
の
散
策
を
行
い
ま
し

た
。
暗
く
な
っ
て
か
ら
は
、
場
所
を
水
工
学
実
験
室
に

移
し
、
卒
業
研
究
の
紹
介
を
当
時
の
時
代
背
景
と
と
も

摂
大
合
同
ミ
ニ
同
窓
会

石
橋
　
源
三
（
摂
大
昭
和
鏑
年
卒
）

去
る
平
成
2
3
年
7
月
1
6
日
（
土
）
午
後
6
時
か
ら
大

阪
市
中
央
区
東
心
斎
橋
の
軽
質
酒
家
、
神
腑
栄
華
で
合

同
ミ
ニ
同
窓
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

昭
和
5
5
年
卒
の
二
期
生
、
三
期
生
だ
け
で
な
く
四
期

生
、
八
期
生
と
の
合
同
ミ
ニ
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
ミ
ニ
同
窓
会
は
四
年
程
前
か
ら
報
告
会
と
し

て
1
年
に
2
回
（
6
月
　
1
2
月
）
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
1
6
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

遠
方
か
ら
の
出
席
も
あ
り
、
毎
年
開
催
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
、
卒
業
年
度
が
違
っ
て
い
て
も
気
心
が
知
れ

て
い
る
仲
間
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大
変
盛
り
上
が
り

楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

普
通
、
同
窓
会
の
話
題
は
、
学
生
時
代
の
思
い
出
？

と
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
前
回
も
そ
う
で
し
た
が
、
卒

業
し
て
か
ら
罰
年
、
3
1
年
に
な
り
ま
す
と
社
会
人
と
し

て
、
企
業
等
で
そ
れ
な
り
の
立
場
に
も
あ
り
、
経
営
者

も
い
ま
す
の
で
、
こ
の
不
景
気
を
如
何
に
乗
り
切
る

多
く
の
方
の
参

加
を
お
願
い
し

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま

し
た
が
本
同
窓

会
の
開
催
に
あ

た
り
、
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま

し
た
摂
南
大
学

土
木
会
に
は
、

こ
の
場
を
お
借

り
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
っ
開
催
場
所
が
水
工
学
実
験

室
と
い
う
こ
と
で
、
卒
業
研
究
で
使
用
し
た
水
路
や
実

験
器
具
等
を
前
に
、
澤
井
先
生
に
叱
咤
激
励
を
し
て
も

ら
い
な
が
ら
仲
間
と
苦
労
し
取
り
組
ん
だ
テ
ー
マ
を
恩

い
出
し
て
も
ら
え
た
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
世
代
を
超

え
て
情
報
交
換
が
で
き
た
よ
う
で
、
こ
れ
か
ら
社
会
に

出
て
い
く
学
生
に
と
っ
て
は
、
大
変
に
よ
い
機
会
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

次
回
は
よ
り

か
、
近
づ
く
定
年
の
話
が
話
題
と
な
り
、
年
齢
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
、
東
北
地
方
の
大
地
震
と
津
波
被
害
に

つ
い
て
、
枚
援
活
動
等
の
参
加
者
か
ら
報
告
が
あ
り
ま

した。次
回
は
、
も
っ

と
多
く
の
方
の

参
加
を
期
待
し

て
い
ま
す
ゥ

最
後
に
本
同

窓
会
の
開
催
に

当
た
り
、
摂
南

大
学
土
木
会
か

ら
お
祝
い
を
い

た
だ
き
有
り
難

う

ご

ざ

い

ま

し

た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
お

礼
申
し
上
げ
ま

す。

景
気
低
迷
が
続
い
て
い
る
最
中
に
、
本
年
3
月

1
1
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の

影
響
で
製
造
業
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
、
景
気

は
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
る
。

さ
て
、
本
年
度
の
就
職
状
況
で
す
が
、
本
学
に

お
け
る
求
人
を
業
種
別
に
見
る
と
　
（
2
0
1
1

年
7
月
現
在
）
、
建
設
業
で
は
前
年
度
比
で
求
人

社
数
で
4
％
増
、
求
人
数
で
1
0
％
増
で
あ
り
、
昨

年
ま
で
の
減
少
傾
向
か
ら
増
加
に
転
じ
て
い
ま

す
。
製
造
業
の
求
人
数
が
5
％
減
で
す
の
で
対
照

的
で
す
。
図
1
は
本
学
の
土
木
技
術
者
に
対
す
る

業
種
別
求
人
状
況
を
求
人
社
数
で
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
（
七
月
末
現
在
、
3
0
1
件
）
　
こ
の
グ
ラ
フ

を
見
る
と
、
大
阪
近
郊
の
市
町
村
を
中
心
に
公

務
員
の
求
人
が
1
9
％
と
か
な
り
の
割
合
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
学
科
内
で

は
、
数
年
前
か
ら
伊
藤
教
授
を
中
心
に
3
年
生

を
対
象
と
し
て
公
務
員
試
験
対
策
の
自
主
勉
強

会
を
実
施
し
て
実
績
を
上
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
学
生
諸
君
の
公
務
員
試
験
受
験
に
対
す

る
意
欲
に
欠
け
る
現
状
に
は
歯
が
ゆ
い
気
持
ち
で

す。

本
年
度
の
卒
業
・
修
了
予
定
者
は
指
名
（
卒

業
乃
名
、
修
了
5
名
）
で
す
。
進
路
内
定
状
況
は

（
8
月
5
日
現
在
）
学
部
生
3
2
名
　
（
亜
％
）
、
院

生
4
名
　
（
8
0
％
）
　
で
あ
り
、
全
体
で
は
用
名
中
3
6

名
の
4
6
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
と
比
べ
る
と

か
な
り
悪
い
状
況
で
す
。
進
路
内
定
者
の
内
訳
は

大
学
院
進
学
　
（
1
名
）
、
公
務
員
　
（
2
名
）
、
一
般

建
設
業
　
（
1
3
名
）
、
道
路
・
鉄
道
　
（
9
名
）
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
　
（
2
名
）
、
測
量
系
　
（
1
名
）
、
環
境

系
　
（
4
名
）
、
建
築
系
（
1
名
）
　
お
よ
び
そ
の
他

の
業
種
　
（
3
名
）
　
で
す
。

内
定
先
未
走
者
4
1
名
は
全
員
活
動
中
で
あ

り
、
そ
の
内
訳
は
大
学
院
進
学
　
（
1
名
）
、
公
務

貞
受
験
お
よ
び
結
果
待
ち
　
（
1
2
名
）
、
土
木
系

（
1
8
名
）
、
建
築
系
（
3
名
）
お
よ
び
そ
の
他
（
8

名
）
　
と
な
っ
て
い
ま
す
。

就
職
担
当
を
し
て
い
て
気
づ
い
た
点
に
つ
い
て
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
多
く
の
学
生
は
就
職

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
が
、

取
り
組
み
方
を
間
違
え
て
い
る
学
生
を
多
く
見
受

け
ま
し
た
。
例
え
ば
、
就
職
指
導
時
に
過
去
の
「
企

業
訪
問
リ
ス
ト
」
　
（
C
科
の
先
生
方
が
毎
年
熱
心

に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
企
業
訪
問
）
　
を
学
生
に

渡
し
て
志
望
企
業
を
決
め
る
よ
う
に
指
導
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
リ
ク
ナ
ビ
や
マ
イ
ナ
ビ
に
頼

る
傾
向
が
あ

る

よ

う

で

す。
最
後
に
、

土
木
会
会
負

の
皆
様
方
に

お
願
い
が
あ

り
ま
す
。
学

生
の
就
職
に

際
し
て
、
さ

ら
な
る
御
協

力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上

げ
ま
す
。



「パスフィ、ソシ
3年生福田　丈

私が今、打ち込んでいることは「パス

フィッシング」です0これまで私【ま、趣味

を持ったことがありませんでした0クラブ

活動に時間を使うこと肌まとんとだったた

め、大学入学してから、クラブ活動に打ち

蒜一蒜高石言姦しい自分をみつけたいと考えたため、雛
として「パスブイツシンク」を始めましたDバスフィッシングは、とても繊維＿　【、、⊥⊥、＿←▲ワ一〇士l．↓・・7－十全h11ナ「（こしノLl／＼／ヽ／’l　ノ／／／■　‾【‾　‾

で気力のいるスポーツです牒日が昇るころから巳が沈むまで続けても釣れな

いこともあ。、我慢が苦手な私にはとても過酷なことですが、始めてからとい

ぅもの我慢強くなったと感じています。また・ハスフィッシングはたくさんの

人がやられていて、さらに色々な年代の人と出会います。そういう人たちと釣

。場でコミュニケーションをとらせてもらいます0嗣旧の話をした月、世間話

をした月と人との出会いがあ。、とてもおもしろいと感じます。ただ的。をす

るのではなくたく机の人と話をして、コミュニケーションをとることで、自

分を成長させ学生生矧こ削、したいと思います0

暫ミ活動」

コンテスト」出場に向けて準備礼ている
最中です0「ブリッジコンテスト」とは、鋼材材料を使い日柄で橋の設計

から虹や鮎を行い、景観やコスト荷銅えられるかなどを競う大会

です0自分た抑イデアを活れて・世界に一つの橋梁を造るのはとても

楽しいです。靴銅材の加工や、解析ソフトで計算酌の鰍得られる

かなどを軌な力憮造ることができるのは、大学で学んできた専瑚

雛活かせるとても軋魔の場だと乱はす。

夏休みは、卒業研究はもちろんブリッジコンテストの準備にゼミ1丸で打

ち込みゼミ活動を通じて、滞れ伽Tr、＋出札、†¶、＿

4年生林　健太

私が今、打ち込んでいることは「セミ満

軌ですD私は鋼構造学橋梁研究室で、

研究をしています0今、ゼミ活動では卒

業研究をしながら9月に開催の「ブリッジ

‾　■　叩■、‾しニ‾、1スL（Jf」

削少ない大学生活湖山のことを徹し、軋い
1′LE甘J＼二ヒ一一ヨ＿

このページは私たち大学院生が企画し、

作成したものです。ここでは、先生方、

E≡慧誓f三…竺妄≡書芸芸誓文呈喜芸雲皿」」「〆大学院生
主に掲載しています。現象本学科には　陰山恵子　札喘大太　原田尚虚
298名の学生が在籍していますが、学科内で魅力的な学生を発掘し、現役学生代表してPRを

行い、他の学生やOB、DGの方々に知っていただこうという理由で「今、打ち込んでいること」

というテーマを選びました。インタビューを通じて、現在の学生の物事への取り組み方に対

する熱意が伝わってきたと思います。学生には今、取り組んでいることやこれから経験する
ことから得られるものがあると思いますが、今後の様々なことに活かしていってもらいたい

と私たちは思います。最後にこのページの作成においてこ協力してくださった先生方、学部

生の皆様へこの頃をお借りして厚くお礼申し上げます。

「トランぺ

1年豊根越小百合

私が今、打ち払でいることは「クラ

ブ楓です。私は、吹奏楽配所属し

紅三三、話芸禁書ごま㌶謡
計るた仇　日／「．．．⊥′′べ穴‘仁り即この、早くコツをつかみ上手になって、臥

てくれる方に満乱てもらえる勧できるように轍励んでいま

す。そして、日頃の勧成果を相場としこ演奏会やコンクールな

どが租それに向けて軌勤することが大事なことです。演奏

会やコンクールではきちんと射る人しか拗叛ができません。

そのため磯周係者の前で演奏するオづィションカ勒トランペッ

ト初ノ鳩の私はまず、オーデバノつ、′ノ」、．、＿し、＿＿ー】q）ノ1nI即、オーディションに合格することを目標比ていま

す◇トランペット初′鳩が合射ることは軋いことなのですが・出場

して皆と達成感を分かち合いたいと考え瑚命観てしぼす。

これから、大学4年間で上手に演奏できた時の養成感を軌噸

楽の大変禰しき、触どたくれのことを学んでいきたいと臥

ます。

「フィー′しド
2年生田中　宗撃

会釦斬されるの帆10日だとお

酌したので発行飾る郎脚って

ぉ。ます帆今年の摘6日から7日に

東都の日抑こて天竜湖アrトプロシ工

というイベント脚ます誹は・2ケ月】．＿　－rrl＼ヰ‾六㌧

クト†釦、。がつなぐ記憶」といつ1′＼ノ‥‘〉‾‾

程脚してプロジェクト担当のルフレット作。に携わっています0

プロジェクトの酢措ダムが建設抑天緋肌だ集落相

即明か。抑その場所に豊植紋脚った郎脚にこ
とや下流の方々硝猫、る蝉のようなところわ、ら那きている＿　爪慣ナ乱は鮒の役割を果たすため、遅とや下流の方々が使っているWJ、Lリノかノ、ノ‾、‾‾‾

の脚ってもらうためのものです灘脚役脚たすため、週
に帽くらいが一スで5脚断てから京都で、他大学の方々と一。一二rLt、泊「てきていますが、いつモに帽くらいのペースで5限日J」一節ミ上ノ‾′ゝ‘J‾‾

冊わせを行っています灘テストも迫ってきひますが、いつも

家に帰るの脚2時頃にな。ます0テスト勉強は、帰宅後と空き晴

間を見つけてして圃ルプレ川ことを、考えている内にプロ

ジェクトから天酢。感じてl払いと本心で思っているので・訂ち

と醸紳自分の成長に繋げられると考えているので来年も・是

非参加したいと思っています。
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土
木
技
術
者
と
し
て

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

道
路
部
道
路
計
画
第
一
課
長
補
佐

今
西
　
秀
樹
（
摂
大
昭
和
6
1
年
卒
）

現
場
に
行
こ
う

川
崎
地
質
㈱
西
E
本
支
社
　
技
術
部
長

市
原
　
浩
司
（
摂
大
平
成
元
年
卒
）

土
木
技
術
者
に
期
待
す
る
こ
と

㈱
日
永
コ
ン
名
古
屋
支
所
　
下
水
道
部
技
術
第
3
課

稲
井
　
義
明
（
摂
大
平
成
6
年
至

私
は
、
昭
和
6
1
年
に
卒
業
し
、
建
設
省
近

畿
地
方
建
設
局
に
入
省
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
2
5
年
が
経
ち
、
そ
の
間
に
組
織
が
国
土
交

通
省
に
変
わ
り
、
今
ま
た
地
方
整
備
局
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
特
に
関
西
で
い
ろ
い
ろ
話

当
社
に
お
い
て
、
社
員
が
ボ
ー
リ
ン
グ

マ
シ
ン
の
ス
ピ
ン
ド
ル
を
握
る
者
は
誰
一
人

と
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
飯
の
種
と

な
る
コ
ア
は
、
協
力
業
者
の
力
量
ま
か
せ

と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
（
他
社
も
同

（
は
じ
め
に
）

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
被
災
さ
れ
た
皆

様
へ
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り

題
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
方
整
備
局
の
技
術
系
職
月
が
係
る
仕
事
に
は
、
道
路
、
河
川
、
港

湾
等
に
関
す
る
事
業
が
あ
る
の
で
す
が
、
私
は
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
道
路

事
業
に
関
り
、
そ
の
多
く
を
道
路
計
画
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
、
公
共
事
業
＝
無
駄
遣
い
、
特
に
道
路
に
対
し
て
は
強
い

批
判
が
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
道
路
計
画
に
携
わ
っ
て
き
た
私

に
と
っ
て
は
、
無
駄
な
道
路
を
計
画
し
て
き
た
と
の
非
常
に
厳
し
い
評
価

で
あ
り
、
正
直
、
子
供
た
ち
に
自
分
の
仕
事
に
つ
い
て
教
え
る
こ
と
が
幸

い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
t
方
で
は
道
路
も
含
め
、
ま
だ
十
分

な
社
会
資
本
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
地
方
の
声
が
今
も
な
お

多
く
あ
り
ま
す
。

公
共
事
業
に
対
す
る
批
判
は
、
確
か
に
世
間
の
常
識
で
は
理
解
し
が

た
い
こ
と
が
業
界
の
常
識
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
批
判
を
受
け

て
当
然
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
批
判
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か

ら
も
官
民
が
常
に
意
識
高
く
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
公
共
事
業
（
社
会
資
本
整
備
）
そ
の
も
の
は
、
国
民
の
生
命
・

財
産
の
保
護
、
ま
た
国
の
発
展
に
、
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
あ
り
、
東

日
本
大
震
災
で
は
改
め
て
そ
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

す。
東
北
地
方
太
平
洋
地
震
で
は
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
未
だ
多

く
の
行
方
不
明
者
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
自
然
の
力
に
対
し
て
、
人
間

の
力
は
微
力
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
古
来
よ
り
土
木
技
術
者
は
、
そ
れ
ら

の
困
難
に
立
ち
向
か
い
、
人
々
の
営
み
を
支
え
て
き
た
職
業
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
、
最
近
世
間
で
は
、
土
木
に
対
し
て
あ
ま
り
良
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
々
の
た
め
に
、
土
木
技
術
者
で
し
か
で
き

な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
役
所
で
あ
ろ
う
と
、
民
間
で
あ
ろ
う
と

技
術
者
と
し
て
共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

様
と
思
う
）
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
元
請
け
と
云
わ
れ
る
当
社
の
存
在
意

義
は
あ
る
の
か
9
ま
た
、
発
注
形
態
も
劇
的
に
変
貌
し
て
い
る
昨
今
、

地
質
調
査
業
務
に
も
設
計
コ
ン
サ
ル
が
参
入
し
、
席
巻
さ
せ
て
い
る
現

状
も
ま
た
、
地
質
調
査
会
社
の
位
置
づ
け
を
あ
い
ま
い
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
社
内
を
見
渡
す
と
、
社
員
の
大
半
は
社
内
に

お
り
、
現
場
に
行
く
樅
会
が
減
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
受
注
金
額
が
減
っ

て
い
る
こ
と
も
原
因
の
一
つ
だ
が
、
確
か
に
現
場
が
疎
遠
に
な
っ
て
い

る。

地
質
調
査
業
界
に
は
、
脳
で
汗
を
か
く
こ
と
よ
り
も
、
身
体
で
汗
を

か
く
こ
と
の
ほ
う
が
得
意
な
方
が
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
っ
し
か
し
現

状
は
パ
ソ
コ
ン
で
柱
状
図
入
力
や
C
A
D
で
お
絵
描
き
を
す
る
こ
と
が

地
質
調
査
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
現
場
に
は
い
か
ず
前

記
の
よ
う
な
こ
と
が
常
態
化
さ
れ
、
「
地
質
調
査
型
現
場
主
義
」
が
消

散
し
て
し
ま
っ
た
。
現
場
マ
ン
た
ち
（
先
輩
）
　
の
地
道
な
テ
ク
ニ
ッ
ク

が
要
請
さ
れ
て
い
た
体
系
が
、
9
0
年
代
の
失
わ
れ
た
1
0
年
の
よ
う

に
完
全
に
壊
死
し
、
現
場
技
術
が
社
内
か
ら
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

で
は
、
こ
の
先
現
場
技
術
だ
け
で
め
し
が
食
え
る
の
か
。
あ
る
い
は
、

取
れ
る
か
ど
う
か
判
ら
な
い
プ
ロ
ポ
型
業
務
だ
け
で
め
し
が
食
え
る
の

か
。
答
え
は
い
ず
れ
も
ノ
ー
と
考
え
る
。
利
幅
が
か
せ
げ
る
コ
ン
サ
ル

型
業
務
体
系
を
追
い
求
め
る
の
で
は
な
く
、
ガ
テ
ン
系
社
展
と
脳
汗
社

員
と
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
ー
ン
ヨ
ン
で
き
る
『
旧
来
の
地
質
調
査
業
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
＋
α
』
に
戻
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
質
調
査

業
の
底
力
で
あ
る
『
高
度
な
現
場
管
理
能
力
』
を
次
代
の
技
術
者
に
確

実
に
継
承
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
実
務
に
深
く
係
る
問
題
解

決
型
人
材
の
育
成
も
急
務
で
あ
ろ
う
。

私
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
差
別
化
で
き
る
コ
ア
部
門
と
し
て

の
ハ
ー
ド
部
門
を
再
生
・
再
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
ゥ

申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
平
成
6
年
に
摂
南
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
数
年
間
の
大
学
院
生

活
を
経
て
、
現
在
の
勤
務
先
で
あ
る
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
入
社
し

ま
し
た
。

入
社
以
来
、
下
水
道
の
計
画
　
設
計
技
術
者
と
し
て
、
下
水
道
行
政
に

関
す
る
諸
問
題
の
解
決
に
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
立
場
で
、
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
関
し
ま
し
て
は
、
下
水
道
の
早
期
復
旧
　
復

興
の
た
め
に
、
微
力
な
が
ら
、
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

（
下
水
道
計
画
策
定
に
必
要
な
能
力
）

下
水
道
施
設
は
、
単
に
汚
水
を
処
理
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
都
市

浸
水
の
防
除
（
両
水
対
策
の
実
施
）
、
水
環
境
・
生
態
系
の
保
全
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
回
収
等
の
様
々
な
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
下
水
道

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
に
と
っ
て
下
水
道
施
設
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
？
汚
水
処
理
や
浸
水
対
策
、
環
境
保
全
対
策
は
、
ど
こ
ま
で
行
う

べ
き
か
？
と
言
っ
た
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

検
討
を
行
う
た
め
に
は
、
下
水
道
に
関
す
る
知
識
や
技
術
力
が
必
要
な
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、
①
相
手
の
話
を
聞
き
、
困
っ
て

い
る
こ
と
の
原
因
を
解
説
す
る
能
力
と
、
②
相
手
自
ら
が
対
応
策
を
選
択

す
る
た
め
の
適
切
な
情
報
の
提
示
が
で
き
る
能
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
土
木
技
術
者
に
期
待
す
る
こ
と
）

の
②
の
能
力
は
、
経
験
を
積
ん
だ
土
木
技
術
者
等
で
あ
れ
ば
、
誰
も
が

有
す
る
能
力
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
視
点
で
物

事
を
見
る
機
会
が
少
な
い
事
務
職
等
に
携
わ
っ
て
き
た
方
に
は
、
な
か
な

か
身
に
つ
き
に
く
い
能
力
で
あ
る
よ
う
で
す
。

地
域
活
動
（
町
内
会
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
）
に
お
い
て
は
、
①
③
の

能
力
を
有
し
た
人
材
が
少
な
く
、
意
見
調
整
に
苦
労
す
る
場
合
が
あ
る
よ

う
で
す
。

土
木
技
術
者
等
が
積
極
的
に
地
域
活
動
に
入
り
込
み
、
能
力
を
発
揮

す
れ
ば
、
今
ま
で
以
上
に
、
地
域
や
社
会
が
良
く
な
る
の
で
は
？
と
、
思
っ

て
い
ま
す
。
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⑳苅田建設工業株式会社 
代表取締役　苅　田　孝太郎 

ISO9001本　　　社　〒660－0087 

ISO14001　　　　　尼崎市平左衛門町18番31号 

TEL（06）6419－2981（代表） 

ホームぺpジ：http：／／karitakensetu．com 

三田営業所　三田市天神1丁目2－12 

TEL（079）563－0095 

妹．式会社 
日照捜術コンサルタント 

代表取締彼　市原久照（高阜52年辛） 

E－mail：nissho＠cup．ocn．ne．jp 

ISO9001：2008株式会社　エ　ハ　ラ 

代表取締役　江　原　光　治 

（高専C47年卒） 

〒577－0809　TELO6（6730）1500㈹FAXO6（6730）1300 

E－mail：ehara＠ehara21．co．jp 

営業所　大阪・神戸・奈良 

魚中央復建コ．ンサルタンツ株式会社 
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大規模開発（住宅団地・工業団地）／ 
土地区画整理事業／建築設計／ 
環境アセスメント 

k警護開発計画研究所 
業者登録 

代表取締役井上　忍 

事務所：東京・水戸 

地等調査、色感防災点検 
土鳩地下水汚染調査、地盤保証 
各種鮪造物健全虔調査　等 

土に関することならなんでも日 

鳳式会社■コスモテック 
代表取締役　田中昌明（48年率） 

㊥諾て一3g誤認慧大賢欝瓢11品。 

㊧諾ヲ諾？歪監禁慧慧眼陵町馬見南1朋 

Jllの済蒜等蒜； 

回株式会竺ア翠 

lBes幅。hベステック株式会社 

町「認諾孟言誤‰傭乱打 
■宅地造成設計、土地区画整理設計、道路設計、 
公園設計、下水道設計など、土木設計業務全般 

大阪市中央区天満橋京町ト24　ストーク児島ビル 

代表取締役木下　幸佐（摂大57年卒） 



贋掛こやさしい水を創造する 
膠倉コンク〟′タント 

圏代≡杜誓警設慧慧ト 

j正二’27好だをグロー／rルに好く 

窒歪花村コンサルタント 
業者登録 

・地　質　調　査　菓　第1760号 

・測　　　量　　　楽　第14744号 

・土壌汚染指定調査機関　莫2003－2－30 

代表取締役　花村浩司（榊。柳。7佃） 

詰 浮 � 

和歌山・名古屋・岡山 

大阪市内より30分園内の 

緑豊かなお墓地をご案内いたします。 

お墓の相談コーナー函0120（305075） 

㈱太田石材店 
盛本社慧市慧慧浩三冒欝0号 

芸三笠三言冨孟芸とちや。　　　　、棄函‾111 

躍P吋 ■ミ壬′索亜建設工業 

〒163－1031東京都新宿区西新宿3－7嶋1新宿パークタワーhttp：／／www．toa－CO【St．CO．jp／ 

『土木会』と『会員（正・準）』との双方向の情報交換ならびに共有に、摂南大学土木会のホームページを活用しましょう

http：〟www．geocitjes．jp／setSudokai／
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